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UWB(Ultra Wideband)伝送方式蛸壷めて時間幅の短い数ナノ

秒以下のインパルスを用いることにより、数G地の周波数帯域

を利用して近掴柾で数百Mbpsという高速なデータ伝送を実現

可能な方式である。用いる波形の時間幅が非常に狭いことから

ジッタの影響が考えられる。そこで本報告では時間ホッピング

什叫UWB方式でのジツタの影響と用いる波形による影響を検
・pI*5

1.はじめに

近年、オフィスや家庭内において無線LへNや無線mNとい

った近㈱封書の需要が増大している。画像などの大容量

データを取り扱う機会が増えるに従い、このような鮒害に

求められる速度や伝送品矧まますます高くなることが予想され

る。このような中で、大容量の高速データ伝送が可能な技術と

して注目を集めている技術がultra Wideb叫UWB)無線通信で
ある。

UwB通信I渦uとしてキャリア変調を行わず、数ナノ秒以

下のパルスを利用し、数GHzの周波数帯域を占有して近郷で

数百Mbpsという高速なデータ伝送を実現可能な方式である。
パルス功封言時間力弓劇評蜘こ対して非常に短いため、マ

)レチパス環境の影響をうけにくく、消費電力も小さくて済むと

いうメリットがある。しかし、パルスの時間幅が非常に短いこ

とから、既存の通信システムでは無視できるようなパルス発生

器等で生じるジッタカ弓封誹揺れ悪影響を及ぼす恐れがある。

そこで本研究では時間ホッピング!パルス位置変調(th

hopping/Puke position modulation: TH/PPM)を用いたuwB伝送に

おけるジッタの影響と用いる波形による影響について検討する。

2.システムモデル

本研究で用いるTH/PPM伝封こおける送簡則のシステム構成

を図1に示す。送闇吾号<t)は次式で与えられる。
CO

* -‡w(t-jTf-CjTc-dI¥.M) (1)
IB-P

図1時間ホッピングuwB伝送の封吾側システム構成

ここで、 T/はフレームクロック、 Tcはチップ昆cJはTll系列

のj番目の要魚Djは0, 1の2進の情報データである。 KOは送

信信号の基本波形を示す。 i封謝、ら送信データが0のときは

シフト時間を追加せず、 1のときはシフト時由を6だけ追加す

る。 6 tおくルスの時間幅よって決まる値である蝣Ailま1ビット

間雨中のパルスの反復回教で、 NJJの間にN,個のパルスで1ビ
ットを伝送する。

受信胤のシステム構成を図2に示す。受情緒では労吾波形と

テンプレート波形との相関を取り相関機出力から過言された情

報データを検出する。

受簡掛目閑機器で用いるテンプレート波形坤)は次式のよう

に叫L)から得る。

図2時間ホッピングUwB伝送の受信側システム構成

3.伝送パルス波形

本報告でi封云送波形としてモノサイクル波形【31、ガウス波形

[4]の2積規を用いて比較する。
w-Jf)-/[l-4*(t/tmY]eJォ*-fp)

m。n。cydt

wea血(0一重Aw,}(4)

<p

ここでAI弱表幅、tJ,はそれぞれパルス幅を決める定数であるo

モノサイクル紛玖ガウス波形の例を図3に示す。

サ
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(a)モノサイクル波形(b)ガウス波形

図3i封貢波形
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4.シミュレーション枯果

本報告ではTH/PPM-UWBにおけるジッタの影響を2つの波

形について評伝した。シミュレーション諸元を表1に示す,PPM

変調としては2億PPM (BPPM)を仮定した。本来ジツタは送

L討臥労割引双方のパルス発虫掛こ生じるものであるが、本報

告ではジッタの影響を見えやすくするため、背部叫のテンプレ

ート波形のみにジツタが発生したものと仮定して評価した。

図4は相的時にテンプレート波形にジツタが発生した場合

の特性を示している。縦軸まピット誤り率、横軸t/Vレス幅に

対するRM印IootMe的叫)ジッタ鵬Ⅹ)である。モノサ

イク)嶋研多とガウス波形を比較するとモノサイクル波形の方が

ジッタが小さいときは性能がよく、ある程度ジツタが大きくな

るとガウス波形のほうが良い性能を示すことがわかる。また2

つの波形ともRMSジツタがパルスの帽に対して1%程度までは

ほほ披I乱＼の特性を示していることがわかる。

図5 I& 1ルスあたりのエネルギー対雑音電力密度比EPoが

-叫dB]の掛こおける1ビット当たりパルス繰り返し回数N,
に対するビット誤り率持性を示している。パラメータとして,

パルス幅で正規化したRMSジッタを用い,それが0,3,5,10 %

の掛こおける特性を示した。

qNoと構鞍ビットあたりsN比EMとの開脚ま次式で表さ
・ttt

EJN。 -N.×E,サ*　　　　　(5)

パルス繰り返し軌が増加するに従い1ビットあたりのエ

ネルギー糊口するため,誤り率馳ま徐々に改善されてゆく。

しかしRMSジツタが増加するに従い, N.を大きくしても誤り

率相生の改善がわずかとなる。グラフより,パルス嶋に対する

RHSジツタが3,5,10%の醇合では、モノサイク)峨形よりガウス

泌抄瑚まうが良い特性を示していることがわかる。

5.まとめ

本鞭告ではTH/BPPM-UWB方式における用いる波形によ

るジッタの影響を検討した。その結果.ジッタの影響を考えた

場合、モノサイクル波形の方がMSジツタが小さいときに良

い特性を示し、 RMSジッタがある程度大きくなるとガウス波形

の方が良し噸性を示すことを確放した。反復回教における特性

でも、ジツタの影響がなし噸r合にはモノサイク)脚まうが

良い特性を示し、ジッタの影響が大きくなるにつれ、ガウス波

形のほうが良い特性を示すことを確認した。

表1シミュレーション諸元

フレームタイム T f(nsec) 10

ユI ザ軟 シングルユーザ

パルス反故回数 N l 1

′{ルス嶋 (nsec) 0.7

ジツタの分布 ガウス分布

情報シフト時間 (5(nsec) モノサイクル 0.156

ガウス 0203

通侶路 A W G N 通簡略

5

RMSjitter !pulse width (% )

図4　ジツタに付する特性
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Number of pulse repetition Ns

図5 1ビット当たりの反復回数における特性
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